
エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社
経営企画室サステナビリティ推進部



関西を基盤に百貨店、食品スーパーなど

250店舗の小売店を展開する流通グループ

西日本一の売上 阪急本店

大阪の台所 阪神本店

関西有数の食品スーパー連合

エイチ・ツー・オー リテイリンググループ

ーグループビジョンー

「楽しい」「うれしい」「おいしい」の価値創造を通じ

お客さまの心を豊かにする暮らしの元気パートナー



with LOCAL

≠for LOCAL

地域共創型活動

私たちも地域の一員として、地域社会や住民、

学校、企業、グループの従業員が参画し、手を

携えて協業していくこと

H2Oリテイリングのサステナビリティ活動



大きすぎる

身近すぎる

複雑すぎる

食品ロスと向き合う

生活者にとって食品ロスの課題は・・・

大きすぎる

→規模が大きすぎて自分のこととして捉えづらい

身近すぎる

→課題感を持ち続けることが精神的にも負担

複雑すぎる

→生活者だけでできない複雑さ



地域とともに実現する食品廃棄ゼロエリア

環境省 食品廃棄ゼロエリア創出モデル事業

食品スーパーでも、各家庭でも、

街なかのイベントでも、食品廃棄ゼロを実現し、

食品廃棄ゼロエリアを目指す

2022年

川西（兵庫県）に循環を生み出す

2023年

川西を地域内循環がみえる、わかる街に

2024年

川西からエリアを拡大→宝塚、梅田、池田



食べ物をつなぐ、“わ”をひろげる

食とわ



”捨てる”から”育てる”へ
食とわコンポストチャレンジ



食とわコンポストチャレンジ

キッチンの生ごみを
「捨てる」から「育てる」に。

微生物の力で生ごみを堆肥化。
できた堆肥を持ち寄り、
街をみどりでいっぱいに。

延べ400世帯を超える
家庭で実践。



食とわコンポストチャレンジ
取り組み①コンポスト実践



堆肥を持ち寄り、まちの緑化。
パートナーとの共創により、通行量が多い場所や、
よく知られている場所で活用。
参加者にとっても、通りがかりの人にとっても地域が
好きになる機会を創出。

兵庫・川西 市民ホール前
キセラ川西プラザ

兵庫・川西 鉄道駅ホーム内
能勢電鉄絹延橋駅

バレエや演奏の発表会など
ハレの場のホールの目の前、
未活用のスペースを花壇に。
地域事業者、周辺保育所と
ともに取り組みの内容が絵
でわかる看板を設置。季節
ごとの植え替えでは、園児
からご年配まで幅広い世
代から声をかけられる場に。

ローカル鉄道の駅ナカの未活用の畑
を開墾。参加者とともに伝統野菜の栽
培に挑戦。水やりも参加者自身で実施
し、成長の様子を参加者同士で共有し
ながら栽培。普段口にするものとの形
や味の違いも五感で味わう。

兵庫・宝塚 中心市街地通り
宝塚花のみち

駅から劇場へ続く中心市
街地の象徴的な通り沿い
の未活用の場に花壇を整
備。
「花のみち」の名の通り
花々が生き生きと咲く場
所となり、花壇とホテル
を背景に記念写真を撮る
光景も。

パートナー 川西市

パートナー 能勢電鉄（株）

パートナー 宝塚市

取り組み②堆肥活用ー他の興味との掛け合わせ



取り組み②堆肥活用ー他の興味との掛け合わせ

堆肥を持ち寄り、まちの緑化。
パートナーとの共創により、通行量が多い場所や、
よく知られている場所で活用。
参加者にとっても、通りがかりの人にとっても地
域が好きになる機会を創出。

パートナー 阪神園芸（株）

大阪・梅田 屋上庭園
梅一グリーンプロジェクト

コンポスト堆肥を都市の緑化に活用。常
緑が当たり前と思いがちな高層ビル壁面
と屋上の緑化の苦労と工夫をプロのガー
デナーから聞き、みどりの循環への理解
を深める機会に。

パートナー
（一財） 池田みどりスポーツ財団

大阪・池田 動物園
五月山動物園

動物のえさづくりのためのコンポストへのチャ
レンジ。人間も動物も暮らしやすい地球環境を
意識する機会になる。「動物のため」という切り
口により、必ずしも環境への意識が高くない参
加者も自然にコンポストを日常に取り入れ、習
慣化のきっかけに。

兵庫・宝塚 宝交早生苺栽培

かつて苺の一大産地で
あった兵庫県。宝塚で生ま
れた宝交早生を栽培し、地
域への愛着に。
苺が持つ魅力、甲子園大学
や光明小学校といった教
育機関との協働取り組み
により、関わり白を拡大。

パートナー 宝塚市

パートナー 宝塚市、甲子園大学



2022年10月にはじまり、実施は7回を重ねる。
参加世帯数・参加者数は拡大傾向にあり、延べ420世帯、
1,300人の参加により、1.6トンの生ごみを資源に転換（堆肥
換算で推計500キログラム）。
取り組みへの満足度、継続意欲は高く、この取り組みを通じた
行動変容がみられる。フードロス削減のためのひと手間や追
加的コストに対しても寛容度が向上している。





”捨てる”から”活かす”へ
食とわクッキング



家庭やお店で持て余している食材を
「捨てず」に、「活かす」。

食材を持ち寄り、即興で調理する
サルベージ・パーティ®。
メニュー起点ではなく、食材起点で、
料理を考える。

調理で出た生ごみはコンポストによって
食品ロス・食品廃棄ゼロに。

食とわクッキング



https://youtu.be/nfV4edJAvcE?si=JT99LBgIYOOWKtdI&t=44

https://youtu.be/nfV4edJAvcE?si=JT99LBgIYOOWKtdI&t=44


ともに創るパートナーを



「地域とともに実現する資源循環」をテーマに
実践事例の紹介、有識者による価値の可視化
ノウハウの共有と共創ネットワークの創出を目指す

2024年11月26日 13時～17時
資源循環シンポジウム
阪急うめだホール（大阪市・梅田）

参加者総数 125名
（企業 59名、行政・自治体 41名、
団体・教育機関 9名、個人 16名）
メディア取材 5社

共創ネットワーク拡大







10月 コンポスト部ゆびとまと結成（Instagram発信開始） 11月 資源循環シンポジウムに登壇、ゆびとまと通信の配布

参加者の自発的活動に発展ー大切なパートナー

12月 独自コンポストチャレンジスタート



大きすぎる

身近すぎる

複雑すぎる

食品ロスと向き合う

生活者にとって食品ロスの課題は・・・

大きすぎる

→「目に見える」取り組みに

身近すぎる

→きっかけは自分の暮らしのアップデート

毎日が楽しくなる、結果として環境にも貢献

複雑すぎる

→生産にも携わり複雑さを受け入れる心持ち



ディスカッションテーマ

◉取り組み発展のターニングポイント

◉自治体との共創について

◉課題と今後について
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